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妙
見
山
の
山
頂
に
建
つ
県
立
鳥

居
記
念
博
物
館
が
、
３
月
末
で
閉

館
し
、
11
月
に
徳
島
市
八
万
町
に

あ
る
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
鳥
居
記
念
博
物
館
が

昭
和
40
年
の
開
館
以
来
、
長
期
に

わ
た
り
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

が
、
鳥
居
博
士
の
貴
重
な
研
究
資

料
等
、
収
蔵
物
の
劣
化
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
文
化
の
森

に
移
設
、
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
県
と
協

議
を
進
め
て
き
た
結
果
、
施
設
の

耐
震
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、
県
か
ら
の
移
管
を

受
け
る
こ
と
で
、
昨
年
12
月
に
基

本
合
意
し
ま
し
た
。　
　

　

現
在
、
県
が
耐
震
診
断
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
耐
震
化
が
可
能

と
な
れ
ば
、
市
で
は
鳴
門
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
長
年
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
こ
の
建
物
を
、
大
切
に

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
市

の
財
政
状
況
で
は
、
多
額
の
予
算

を
投
じ
て
入
館
者
を
増
や
す
こ
と

は
困
難
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
鳥
居
博
士
を
懐
か
し
み
、
手
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に

し
よ
う
と
、
移
管
後
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

意
見
交
換
会

　

現
施
設
の
、
市
へ
の
移
管
後
の

活
用
方
法
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き  

平
成
22
年
３
月
６
日
㈯

　
　
　

  

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ  

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問 

市
役
所
企
画
調
整
課（
☎
６

８
４
・
１
１
２
０
）

広
報
な
る
と
双
方
向
型

コ
ー
ナ
ー
へ
の
意
見
募
集

　

広
報
な
る
と
に
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
声
を
届
け
て
い
た
だ
き
、

そ
の
声
に
答
え
る
双
方
向
型
コ
ー

ナ
ー
の
第
一
弾
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。
施
設
の
活
用
方
法

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
案
に
は
活
用

方
法
に
反
映
で
き
な
い
か
検
討
す
る

と
と
も
に
、
質
問
に
は
で
き
る
か
ぎ

り
広
報
で
答
え
て
い
く
予
定
で
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
15
日

意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送

（
〒
７
７
２
・
８
５
０
１　

撫
養

町
南
浜
字
東
浜
）ま
た
は
メ
ー
ル

（hisyokoho@
city.naruto.lg.jp

）

℻（
６
８
４
・
１
３
３
６
）で
市
役

所
秘
書
広
報
課
へ
。

記
念
館
建
設
の
経
緯

　

現
施
設
は
博
士
が
生
前
、
鳴
門

海
峡
を
望
む
景
色
を
好
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
海
峡
を
一
望
で
き
る
妙
見

山
頂
に
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
工
費
は
約
３
５
０
０
万
円
、

う
ち
２
０
０
０
万
円
を
市
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
財
政
難
の
市
か
ら
は
拠
出
で

き
ず
、
市
民
か
ら
多
額
の
浄
財
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
設
は
昭
和

39
年
２
月
に
始
ま
り
、
翌
40
年
３

月
に
完
成
。
記
念
館
の
外
観
は
、

こ
の
地（
妙
見
神
社
北
側
）に
阿
波

九
城
の
一つ
撫
養
城（
岡
崎
城
）が

建
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
天
守
閣
様
式

と
し
、
標
高
約
64
㍍
の
山
頂
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
高
さ
17
・
５

㍍
、
三
層
天
守
閣
様
式
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
は
、
４
階

は
展
望
室
と
し
て
、
市
街
地
や
鳴

門
海
峡
な
ど
市
内
が
３
６
０
度
一

望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
類
学
・
考
古
学
の

開
拓
者
・
鳥
居
博
士

　

明
治
３
年（
１
８
７
０
年
）　

現
徳
島
市
東
船
場
町
に
生
ま
れ
る

　

明
治
20
年（
１
８
８
７
年
）　

大
麻
町
大
谷
周
辺
を
調
査
、
古
墳

群
の
存
在
を
専
門
雑
誌
に
発
表

　

明
治
23
年（
１
８
９
０
年
）　

東
京
帝
国
大
学
の
坪
井
正
五
郎
先

生
の
勧
め
に
従
い
上
京

　

明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）　

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
人
類
学

教
室
標
本
整
理
係
の
職
に
就
く

　

明
治
34
年（
１
９
０
１
年
）　

市
原
キ
ミ（
き
み
子
）と
結
婚

　

大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）　

東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
就
任

　

大
正
13
年（
１
９
２
４
年
）　

東
京
帝
国
大
学
を
辞
職
、
鳥
居
人

類
学
研
究
所
を
設
立

　

昭
和
14
年（
１
９
３
９
年
）　

北
京
燕
京
大
学
客
座
教
授
に
就
任

　

昭
和
26
年（
１
９
３
９
年
）　

北
京
燕
京
大
学
を
退
職
し
帰
国

　

昭
和
28
年（
１
９
５
２
年
）　

１
月
14
日
82
歳
で
死
去

　

博
士
は
日
本
国
内
を
は
じ
め
中

国
東
北
三
省
・
西
南
部
・
山
東
半

島
、
モ
ン
ゴ
ル
、
東
部
シ
ベ
リ
ア
、

台
湾
、
千
島
列
島
、
南
ア
メ
リ
カ

な
ど
へ
渡
り
幾
多
の
苦
難
と
闘
い

な
が
ら
、
人
類
学
・
考
古
学
の
実

地
調
査
に
生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
著
書
や
論
文
を

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の

人
類
学
・
考
古
学
の
開
拓
者
と
し

て
の
業
績
は
世
界
的
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳴
門
市
で
は
、
博
士
の
偉
業

と
、
博
士
を
公
私
に
わ
た
り
生
涯

支
え
続
け
た
、
き
み
子
婦
人
を
た

た
え
昭
和
40
年
、
２
人
に
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。

移
転
記
念
展

　

２
月
16
日
か
ら
３
月
末
ま
で
の

間
、
記
念
館
の
工
事
風
景
や
鳴
門

市
の
航
空
写
真
な
ど
を
展
示
し
た

記
念
展（
無
料
）を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

入
館

 

月
曜
日
・
第一火
曜
日
・
祝
日

の
翌
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
に
入
館
で
き
ま
す
。

問 

徳
島
県
立
博
物
館（
☎
６
６

８
・
３
６
３
６
）へ
。

県
立
鳥
居
記
念
博
物
館
が
３
月
末
で
閉
館

市
へ
施
設
移
管
後
の
活
用
法
に
ご
意
見
を

3月末で閉館する県立鳥居記念博物館


